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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・本日、液化ガス職員が故障中の乾燥機を確認しています。乾燥機ガスの配管のメンテナンス・交換が必要との事です。後日、メーカー業者が来る予定となっています。

・2月心電図定期検査について

　2/14（木）14：00より実施予定となりますので、患者様の誘導をお願いします。（11名）

・カンファレンス予定表について

　2月のカンファレンス予定表を作成しています。勉強会や症例検討会の予定を各自確認し、予定通り実施出来るようにして下さい。

・明日、豆まき行事が行われます。転倒や誤嚥がないよう、誘導・見守りの徹底をお願いします。

・本日15：40より集団栄養指導を実施しています。

・食事摂取表の入力について

　入力時にコピーをすると罫線のズレが生じる事があります。原本の線を変更しないよう

　そのまま使用して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　五十二様～昨日ご家族様より連絡があり、胆管癌と診断され、予後についても説明を受けたとの事です。御家族より手術や治療を受けさせるかどうか検討し、当院で経過観察する場合は連絡をするとの事です。

・古川　富蔵様～外泊訓練目的の為、ご家族様付き添いにて出棟されています。ご家族様へバス乗車訓練に腕時計が必要な旨を伝えています。帰院後、服薬状況・外泊時の様子と共に、疲労感の有無を確認・観察をしていきましょう。

＜注目患者様ケース検討＞

・山田　隆雄様～転倒より5日経過されています。現在も車椅子での移動となっています。トイレ移動は以前に比べスムーズに行えています。疼痛はあるも、昨日よりは改善されているとの事です。昨日の診察にて主治医より、歩行運動をするように指示受けている為、受け持ちスタッフは歩行運動についてプランの検討を進めていきましょう。

・倉橋　生子様～足のふらつきの訴えや他科受診について話が二転三転と変わる様子みられています。本日は他科受診を気に掛けた言動はみられず経過されています。各プログラム拒否なく参加。昼食時「食欲がない。体調が良くない」と話され不食されていますが、その後買い物へ外出されています。訴えが聞かれる際は内容を確認して対応していきましょう。周囲への干渉や交流状況・睡眠状況の観察・確認をしていきましょう。

・滝田　英人様～昨日準夜帯にて、大声で独語している事に対して他者より怒鳴られる事あり。以後、トラブルなく経過されています。就床に時間要している為、睡眠状況の確認・観察をしていきましょう。本日も独語聞かれていますが、トラブルなく経過されています。他者トラブルに注意、各プログラムや日課取り組み状況の観察をしていきましょう。

・日向端　庸男様～昨日準夜帯にて、大声で独語されている滝田様に対して怒鳴る事あり。以後、落ち着いて経過されています。他者トラブルに注意して周囲との交流状況について観察・確認していきましょう。

・菊地　明子様～明日退院予定となります。ソワソワした様子や不安訴えなく落ち着いて経過されています。自ら荷物まとめも行う事出来ています。日課取り組み状況や周囲との交流状況について確認・観察していきましょう。

＜ナイトプログラム担当より＞

・毎週月曜日にグループワークの議題決めを実施していましたが、2月より2週間毎（2/4・2/14）となります。

・本日より2月の小グループを実施していきますが、⑤グループのお題が決定していない為、本日のナイトプログラムにてお題決めをして下さい。お題が決まりましたら、木村CWへ申し送りをお願いします。

＜業務改善検討＞

・申し送りについて

⇒連絡事項等の必要な用件は、病棟メールを活用していき、カンファレンスにて情報共有の徹底をしていきましょう。漏れのないようにしていきましょう。（ナイトプログラムの

　申し送りが充分なされていない事があります。）

＜安ヶ平Ｄｒケース検討・診察＞

・上村　みわ様、法霊崎　恵子様、小笠原　禮子様、平　勝利様

　→定期薬変更となっています。現在日課・プログラム支障なく取り組み、睡眠状況にも

　　変化は認められません。

・赤坂　順市様～昨日より3・4日分の服薬自己管理導入しています。セットミスや取り間違い等なく経過されています。トラブルないよう見守りしていきましょう。

・小笠原　禮子様～ご家族様が来院された際に、仙骨部の褥瘡について説明していきましょう。患部を圧迫しないよう体位変換をするよう促していきましょう。
・十日市　利喜様～排便コントロール目的の為、シンラック液2本処方となります。排便状況

の確認・観察をしていきましょう。

